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  これまで，爆発的噴火の力学過程を解明することを目的とし，桜島火山で発生する爆発地震の震源過程の研

究を行ってきた。爆発地震の初動から数秒間の波形は押し波である P 相，それに続く引き波の D 相，そして最大振

幅をもつ LP 相からなる。それぞれの位相に対応する震源メカニズムを求めた結果，爆発地震は深さ 2km において

等方膨張（P）により始まり，その後，円筒形収縮（D）が発生する。爆発地震発生の約 1 秒後に火口直下数 100m

において等方膨張（LP1），水平収縮（LP2）が発生する結果が得られた（Tameguri et al., 2002）。深さ 2km にお

ける爆発地震発生から火口底における爆発現象発生の間に約 1 秒間の時間差がある。今回は D 相に着目し，深さ

2km における円筒形収縮の発生から爆発現象の発生までの過程についての研究を行った。 

  D 相について，初動の着震時から見積もられる見かけ伝播速度は 2.7km/s であること，振動軌跡の卓越方向は

震源方向であり，おおむね直線性が良いことなどから P 波と考えられる。しかし，詳細に見てみると単純な P 波と

は考えにくい特徴も見られる。D相のパルス幅は震央距離 1.7km の観測点と比較して，4.8km の観測点では 1.5～2

倍に伸びる。また，振動軌跡は D 相のパルスのピーク以降，直線性が悪くなり，楕円振動を示す特徴がある。これ

は，D 相の初動部分は P 波であるが，パルスのピーク以降は Rayleigh 波が重なってきていると考えられる。これ

までの研究では，D相は深さ 2km における 1 つの収縮力源によって再現されてきたが，これらの特徴はうまく説明

できなかった。D 相は火道内のガスが上方へ抜け，圧力低下による火道収縮によって励起されると考えられる。こ

こでは，収縮は深さ 2km だけで発生するのではなく，それよりも浅い部分へ順次伝播するのではないかと考え，鉛

直方向に配置した多点震源による観測波形の再現を試みた。 

  データは 1999 年に広帯域地震計を用いて，南岳火口から 1.7～4.8 km における 5 観測点において行った臨時

地震観測による記録を使用した。解析は深さ 2 km から火口直下まで鉛直方向に点震源を複数仮定し，それぞれの

震源に対応する理論波形を計算し，重ね合わせを行った。震源メカニズムはモーメントテンソルの対角成分 Mxx : 

Myy : Mzz = 2 : 2 : 1 の円筒形収縮を仮定した。点震源を 200m 間隔に 10 個，震源時間関数の継続時間を 0.5 秒

とし，次の震源は 0.05 秒後に発震する場合を仮定した。その際，各震源における地震モーメントは観測波形と理

論波形の残差が最小になるようにグリッドサーチにより決定された。 

深さ 2km から火口直下浅部における鉛直方向に配置した複数の点震源によって，観測波形に見られる D 相のパ

ルス幅の伸びをよく説明できた。各点震源の地震モーメントは深さ 2km から浅部に移動するほど小さくなる。その

際，D 相のパルスのピーク以降に現れる Rayleigh 波を励起するためには，深さ 1km より浅い点震源が，地震モー

メントは小さいながらも必要である。深さ 2km から浅部に移動する点震源の移動速度は 2-3km/s であり，火口直下

数 100m における等方膨張（LP1）の直後に火口底に到達する。 

 


